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	２３２　アンピシリンナトリウム・クロキサシリンナトリウム水和物②
	（化学療法７）
	注射用ビクシリン
	①　原則として、「アンピシリンナトリウム・クロキサシリンナトリウム水和物【注射薬】」を「骨髄炎」に対して処方した場合、当該使用事例を審査上認める。
	②　原則として「アンピシリンナトリウム・クロキサシリンナトリウム水和物【注射薬】」を「感染性心内膜炎」に対し「1回2ｇを4～6時間ごとに静脈内に投与（1日8～12g）」、「細菌性髄膜炎」に対し「1回2ｇを4時間ごとに静脈内に投与（1日12g）」した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様であり、妥当と推定される。
	○　その他参考資料等
	JAID/JSC感染症治療ガイド2011（日本感染症学会、日本化学療法学会）

